












学用語では瞬目という言葉を使う。英語では、blink, eyeblink, eye blink, 
winkという用語が論文に出てくるほぼ全部である。Glasgow大学の眼科医






















































ある。ひとつ（Ponder & Kennedy, 1927）は現代の自発性瞬目研究の先鞭
をつけた研究であるが、本稿での主題になる名称はなく、定義としては、
「普通の恒常的に生起する眼瞼のまたたき運動（the normal and constantly 




















常に権威のある教科書で、Adler, F. H. 自身は第4版まで編集し、その後第










射性と並んで、「普通の周期性瞬目」（Normal periodic movements: Nomal 
blinking）として、周期性に注目した名称が出現する。恐らくは、生理学
的な観点からは角膜の乾燥防止という機能が最優先され、それ以外の機能





















































































ン病（Agostino, Bologna, Dinapoli, Gregori, Fabbrini, Accornero and 
Berardelli, 2008）や進行性核上性麻痺（Progressive Supranuclear 









































































































































































































Ⅱ−4 Hall、R. J. & Cusack, B. L. （1972）のCritical Review
　Hall, A. J. の後は見るべきまばたきの総覧はないが、1972年になってアメ



















Kennedy, Telford, Luckiesh & Moss、McFarland et al、Taylor, Meyer, 



















義を厳密にすべきだ（Kennard and Smyth, 1962, 1963; Kennard & Glaser; 
1963）、②聴衆効果（Audience Effect）、③平均値か、最頻値か、瞬目間間
隔のどれがいいのか、④どこでまばたきがあったかの分析（時間分布のこ




























































































Karson, 1979; Karson, LeWitt, Clane, & Wyatt, 1982; Karson, 1985; Karson, 







































ではない。J. van der Post （2004）の論文は、健常成人にドパミン作動薬と
拮抗薬を投与したデータで、薬の影響はなかったことから、Dopamineの指
標としての妥当性はない、という結論を得ている。また、ドパミンが「必


















模な総覧では、その直接性と規模の大きさにもかかわらず、Karson, C. N. も
Stevens, J. R.の論文も引用されてないのは一体どうしたことか：Jutkiewicz 










2010）、②「注意の偏側性（Spatial Attention Asymmetry）」（Slagter et al、
2010）、③「行為の抑制的調整」（Colzato et al, 2009）、④「Eysenckの3次
元モデルにおける精神病気質との正の相関」（Colzato, 2009）、⑤「日周期
における眠気との相関」（de Padova et al, 2009）、⑥「Cocaine常用者の有
意な瞬目の低率」（Colzato et al, 2008）、⑦「催眠感受性との関連ではやや
否定的な結果」（Lichtenberg et al, 2008）、⑧「注意のまばたきの容量の大
きさと相関する」（Colzato et al, 2008）、⑨「視覚運動結合（Visuomotor 
Binding）を予測できる」（Colzato et al, 2007）、⑩「断眠でドパミンつま
り瞬目が増加した」（Barbato et al, 2007）、⑪「知的障害者でも常同症のあ
る人はない人よりも瞬目率が高い」（Robert et al, 2005）、⑫「瞬目の発達
をドパミンと関係の深いCOMTの酵素活性で説明できる」（Tunbridge et al, 
平田乃美・本多麻子・田多英興
136
2007）、⑬「瞬目率は内的なLocus of Controlと正の相関」（Declerck et al, 
2006）、⑭「瞬目の高頻度群は低頻度群に比べて、認知的柔軟性に富むが、





































ら報告されたことは注目に値する（Colzato et al, 2009）。
　その後やや時間をおいて、次の2人の理論が提出され、多くの研究を刺
激している。ひとつはJ. A. Grayの気質理論（3つの脳内モデル）で、①行
動活性化システム（Behavioral Activation System: BAS）はDopamineと、②





　次に有力なのがC. R. Clonigerの気質と性格の理論で、TPQ （Tridimensional 












Umansky, Priel, Osher, Blaine, Bennett, Nemanov, Kats, & Belmaker, 1996; 
Benjamin, Li, Patterson, Greenberg, Murphy, & Hamer, 1996: Roussos, 

















てはいくつか議論があって、Hall & Cusack （1972）自身も指摘しているが、









だという主張である。彼らは、瞬目間間隔（Inter Blink Interval, あるいは


































































　1）E. Ponder & W. P. Kennedy（1927）

















































































































と統合失調型人格障害児（Caplan & Guthrie, 1994）、注意欠陥多動性障害
























































るが（Ptrikovsky, Kaplan, & Hosten, 2003）、新生児の瞬目はその頻度は極
めて低率で、その後次第に増大し、10歳前後でほぼ成人と同じ域に達する
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＊本稿は、去る2010年9月22日㈬に行われた日本心理学会第47回大会における小講演　「内因
性瞬目研究の過去・現在・未来」（講演者　白鷗大学　田多英興、司会者　大阪人間科学大
学　山田冨美雄先生）を基礎にして、その後、白鷗大学に在籍する同学の士である連名のお
二人の先生との議論を基にして、加筆修正・改訂を施した稿である。したがって、小講演と
は若干の内容の変更があることをお許しいただきたい。
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